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XDDP（既存システムへの実践的な変更プロセス）による派生開発入門【オンラインラ

イブ】 (4121215)

多数のプロジェクトで成功の実績のある「派生開発プロセスXDDP」を講義と演習を交えて学ぶ講座をご用意させて頂きました。

日頃、派生開発に取り組まれているプロジェクトマネージャーの方、派生開発に苦労されている管理者、担当者の方には必見の

内容です。

開催日時 2021年10月22日(金) 10:00-17:00ライブ配信

カテゴリー IS導入（構築）・IS保守 専門スキル

講師 古畑慶次 氏
（有限会社生産経営研究所 　代表取締役 ）
博士（数理情報学）、産業カウンセラー（JAICO認定）
＜経歴＞
1988年日本電装（現(株)デンソー）入社。研究開発、基礎研究部門を経て、携帯電話、ナビゲー
ションシステムの開発を担当。その後は、現場の技術支援、技術者育成に従事。2023年に定年
退職。2022年(有)生産経営研究所代表に就任。現在は、ソフトウェア開発、プロセス改善、プ
ロジェクトマネジメントの現場指導を通して次世代を担う技術リーダーの育成に取り組んでい
る。2015年3月南山大学大学院数理情報研究科数理情報専攻修了。
＜著書＞
・ デンソーにおける人づくり価値づくり物づくり（共著）, 日科技連出版社, 2013
・ ５ゲン主義 現場リーダーの心得 語り継ぐ “ものづくり哲学”，日科技連出版社, 2018
＜研究論文＞
・ “Process Improvement using XDDP -Application of XDDP to the Car Navigation
System-“,
 5th World Congress for Software Quality (5WCSQ), 2011
・ “A Curriculum Development Methodology for Professional Software Engineers and Its
 Evaluation”, Proc. of IEEE International Conference on Teaching, Assessment, and
 Learning for Engineering (TALE), 2014

参加費 ＪＵＡＳ会員/ITC：33,800円 一般：43,000円（１名様あたり　消費税込み、テキスト込み）
【受講権利枚数1枚】

会場 オンライン配信（指定会場はありません）

対象 ユーザー企業やベンダー企業にて情報システム開発に携わる、管理者、担当者、プロジェクト
マネージャー。 中級

開催形式 オンライン　ライブ配信

定員 15名

取得ポイント ※ITC実践力ポイント対象のセミナーです。（2時間1ポイント）

特記 お申込み後マイページより受講票をダウンロードして内容をご確認ください。
エクセルが使用できるパソコンにてご参加ください。

ITCA認定番号 ITCC-CPJU9544

ITCA認定時間 6

主な内容

■受講形態

ライブ配信（Zooｍミーティング）【セミナーのオンライン受講について 】

■テキスト

開催７日前を目途にマイページ掲載

◆本講座の特徴◆

1.  システムの保守・改良に対応した派生開発プロセス（XDDP）を学べる！ 

2.  派生開発の要求仕様書の考え方、書き方、仕様化テクニックを学べる！

3.  XDDPのプロセス、成果物を講義、事例、演習を通して深く学べる！

https://juasseminar.jp/seminar-event/open_seminar/pdf/onlineguide.pdf


XDDPの効果

・ 抜け漏れのないシステムの保守・改良が可能となり品質が向上する

・ システム開発の生産性が改善し、従来に比べ開発期間が短くなる

・ 現場で工夫できるポイントが明確になり、競争力をより高めることができる

◆趣旨◆

今回ご紹介するXDDPは、ソフトウェア開発の約9割を占める派生開発に有効なプロセスです。

これまで派生開発は新規開発のプロセスで対応してきましたが、それでは十分な結果を得ることはできません。

派生開発と新規開発では目的が全く異なりますので、同じプロセスでの対応には無理があるのです。

2025年の崖で象徴される“DX”（デジタル･トランスフォーメーション）の課題であるレガシーシステムについても同様です。

レガシーシステムの刷新（改修・保守）は派生開発そのものであり、従来の方法では対応に限界があります。

XDDPはデグレードを起こすことなく既存のシステムへの機能の追加・変更・削除を実現するばかりでなく、

派生開発に適したプロセスにより開発効率も改善します。DXで既存システムの開発にXDDPを適用すれば、

技術負債にかかる時間を最低限におさえ、そこで捻出したリソースをデジタル変革に対応するシステム構築に

割り当てることができます。

まさにXDDPは、DXやIoTを背景とするシステムモダナイゼーションに必須の「機敏」で「精度」の高い派生開発を

提供できるプロセス技術なのです。

今回は、多数のプロジェクトで成功の実績のある「派生開発プロセスXDDP」を講義と演習を交えて学ぶ講座を

ご用意させて頂きました。日頃、派生開発に取り組まれているプロジェクトマネージャーの方、

派生開発に苦労されている管理者、担当者の方には必見の内容です！

「XDDP」で使用する要求仕様書は、USDMを使って記述します。

USDM詳細については、「USDMによる仕様化入門～抜け漏れのない要求仕様書の作成～」をご参照ください。

◆内容・スケジュール◆

第1章： 派生開発とは何か？

開発の現状を踏まえ、保守開発と比較して「派生開発」について説明します。

第2章： 派生開発の特徴と課題

派生開発の開発上の特性を理解し、現場で実際に起きている問題を把握して派生開発の具体的な課題を整理します。

第3章： XDDPの基本

XDDPの派生開発における合理性を説明し、従来の開発手法との違いを明確にした上でXDDPを構成する２つのプロセス（追加／変更）を解説

します。

第4章： 追加のプロセス

追加のプロセスは、新規開発に準拠した機能追加のプロセスです。XDDPにおける追加のプロセスの特徴を解説します。

第5章： 変更のプロセス

変更のプロセスは、既存のシステムの変更のプロセスです。変更に着目した成果物（変更要求仕様書、TM(*)、変更設計書）を作成し、変更

の抜け漏れを防ぎます。変更プロセスとその成果物について解説します。

TM(*)： トレーサビリティ・マトリクス

第６章： 実装、テスト、公式文書の作成

ソースコード変更の進め方、派生開発のテスト、構成管理の対象となる公式文書の作成について説明します。

第７章： 取り組み時の注意

スペックアウトの進め方とXDDP導入に関する注意点を説明します。

第８章： XDDPの成功事例

実際の開発プロジェクトに適用したXDDPの成功事例を紹介します。

※ ミニ演習を実施し、理解度を確認しながら進めていきます。

◆特記◆

エクセルが使用できるパソコンにてご参加ください。

 


